
■ 景観まちづくりの取り組み（R６年度実績）

(1) 意識啓発・情報提供

取り組み 事業名称 主な内容

・景観計画の市⺠等への周知 豊橋の景観PR事業 HP掲載

・景観資源の情報発信 豊橋の景観PR事業
景観さがし絵ボード(104部)・ポケット版(3050部)の印刷・配布
「かがやく豊橋」（小学生教材）掲載

・市⺠参加のワークショップの開催（景観資源探索など） 豊橋の景観PR事業
愛知大学・学生による「まち歩きマップ」制作のために二川地域
住⺠と開催

・景観に係る学習の機会の提供（講演会の開催など） 豊橋の景観PR事業
豊橋創造大学・愛知大学の学生への講義
二川小学校の総合学習、小学校出前講座（４校）

・景観に係る情報提供の場の整備
（景観資源図の周知、景観教育の支援、景観モニタリング）

豊橋の景観PR事業  ——

(2) 支援

取り組み 事業名称 主な内容

・まちづくり景観形成地区のまちづくり団体への支援
（活動団体への助成、ルールづくりの専門的な支援など）

都市景観推進事業 二川宿まちづくり３団体との意見交換会（３回）

・まちづくり景観形成地区の建築行為への支援
 （整備への助成、景観配慮の専門的な支援）

まちづくり景観形成
整備事業

新築・リフォームなどへの支援（３件）

・景観上重要な建造物や樹木の保全に対する支援
 （保全への助成、専門的な支援）

都市景観推進事業  ——

・景観アドバイザーによる助言 都市景観推進事業 事業への助言（１件）

・住⺠の景観まちづくり活動への支援 都市景観推進事業 二川宿まち並み通信の発行支援（４回）

(3) 規制誘導

取り組み 事業名称 主な内容

・大規模建築物等の規制誘導
 （景観法に基づく届出、条例に基づく事前協議）

都市景観推進事業 事前協議（98件）、届出（160件）

・まちづくり景観形成地区の建築物等の規制誘導
 （条例に基づく届出）

都市景観推進事業 届出（13件）

・新たなまちづくり景観形成地区の指定の検討 都市景観推進事業  ——

・屋外広告物の規制誘導
（屋外広告物条例に基づく許可、違反屋外広告物の対策）

屋外広告物対策事業 許可（348件）、除却件数（14件）

・景観計画ガイドラインの策定・充実 都市景観推進事業  ——

・景観上重要な建造物の景観重要建造物への指定 都市景観推進事業 指定件数（１件）「前芝の燈明台」

・景観上重要な樹木の景観重要樹木への指定 都市景観推進事業 指定件数（１件）「龍源院のお葉つき公孫樹」

・文化財保護法の制度を活用した景観資源の指定と登録 都市景観推進事業 国の登録有形文化財に登録（普門寺の建造物６棟)

(４) 良好な公共事業

取り組み 事業名称 主な内容

・行政職員への景観計画や景観配慮の考え方の周知 都市景観推進事業 技術職員向け研修開催（２回）、一般職員向け研修開催（１回）

・良好な公共事業の推進体制づくり 都市景観推進事業 景観アドバイザーの活用（１件）

・関係行政機関への働きかけ 都市景観推進事業 国・県への通知（各１回）

・公共事業の景観形成ガイドラインの策定・充実 都市景観推進事業  ——

・景観に配慮した公共事業への相談対応 都市景観推進事業 公共工事の事前相談（34件）

・公共事業の景観評価の実施 都市景観推進事業  ——

・良好な景観の公共事業の事例集の作成 都市景観推進事業  ——

・景観上重要な施設を景観法の景観重要公共施設に指定 都市景観推進事業  ——

資料１



〇景観まちづくりの取り組み（R７年度予定）

(1) 意識啓発・情報提供

取り組み 事業名称 主な内容

・景観計画の市⺠等への周知 豊橋の景観PR事業 HP掲載

・景観資源の情報発信 豊橋の景観PR事業 景観さがし絵ボード(児童クラブ)・ポケット版(小3)の印刷・配布

・市⺠参加のワークショップの開催（景観資源探索など） 豊橋の景観PR事業 愛知大学・学生による「まち歩きマップ」制作・配布

・景観に係る学習の機会の提供（講演会の開催など） 豊橋の景観PR事業 豊橋創造大学の学生への講義、小学校出前講座(８校）

・景観に係る情報提供の場の整備
（景観資源図の周知、景観教育の支援、景観モニタリング）

豊橋の景観PR事業  ——

(2) 支援

取り組み 事業名称 主な内容

・まちづくり景観形成地区のまちづくり団体への支援
（活動団体への助成、ルールづくりの専門的な支援など）

都市景観推進事業 二川宿まちづくり3団体との意見交換会

・まちづくり景観形成地区の建築行為への支援
 （整備への助成、景観配慮の専門的な支援）

まちづくり景観形成
整備事業

新築・リフォームなどへの支援

・景観上重要な建造物や樹木の保全に対する支援
 （保全への助成、専門的な支援）

都市景観推進事業  ——

・景観アドバイザーによる助言 都市景観推進事業 公共工事への助言

・住⺠の景観まちづくり活動への支援 都市景観推進事業 二川宿まち並み通信の発行支援

(3) 規制誘導

取り組み 事業名称 主な内容

・大規模建築物等の規制誘導
 （景観法に基づく届出、条例に基づく事前協議）

都市景観推進事業 事前協議、届出

・まちづくり景観形成地区の建築物等の規制誘導
 （条例に基づく届出）

都市景観推進事業 届出

・新たなまちづくり景観形成地区の指定の検討 都市景観推進事業  ——

・屋外広告物の規制誘導
（屋外広告物条例に基づく許可、違反屋外広告物の対策）

屋外広告物対策事業 許可、除却

・景観計画ガイドラインの策定・充実 都市景観推進事業  ——

・景観上重要な建造物の景観重要建造物への指定 都市景観推進事業 次年度指定に向けて準備

・景観上重要な樹木の景観重要樹木への指定 都市景観推進事業 次年度指定に向けて準備

・文化財保護法の制度を活用した景観資源の指定と登録 都市景観推進事業  ——

(４) 良好な公共事業

取り組み 事業名称 主な内容

・行政職員への景観計画や景観配慮の考え方の周知 都市景観推進事業 技術職・一般職員向け研修開催

・良好な公共事業の推進体制づくり 都市景観推進事業 景観アドバイザーの活用

・関係行政機関への働きかけ 都市景観推進事業 国・県への通知

・公共事業の景観形成ガイドラインの策定・充実 都市景観推進事業  ——

・景観に配慮した公共事業への相談対応 都市景観推進事業 公共工事の事前相談

・公共事業の景観評価の実施 都市景観推進事業  ——

・良好な景観の公共事業の事例集の作成 都市景観推進事業  ——

・景観上重要な施設を景観法の景観重要公共施設に指定 都市景観推進事業  ——
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豊橋市は、令和３年４月に景観法に基づく景観計画を策定し、「ともに育む 豊橋らしい こ

こちよい景観」を基本理念に、これまで以上に美しいまちづくりを進めることにしました。 

そこで本市では、「豊橋の景観マップ」を活用し、市民等に対する意識啓発の取り組みを進

めています。 

 

 １ 景観資源の情報発信について                                     

 

（１）豊橋の景観さがし絵ボードの印刷・配布 

 

 本市では、景観計画を策定する際に、市民みんなで豊橋の景観を共有するために、豊橋

の景観資源が描かれた「豊橋の景観マップ」を画家の「かんだ あさ」さんに描いていただ

きました。 

そして、令和５年には、本市の豊かな景観を子どもたちにより深く知ってもらうため、

「豊橋の景観マップ」を活用した「豊橋の景観さがし絵ボード」“とよはし ～さがして み

つけて とよはし たんけん”を作成しました。このボードは、豊橋の景観マップに描かれ

た景観資源をリズミカルな言葉で絵探しをしながら、豊橋のまちを知ることができるもの

で、「豊橋の景観マップ」の作者である「かんだ あさ」さんに描いていただきました。表

紙の絵は子どもたちの目線で、自分たちの住むまちから周りを見渡すと豊かな自然の中に

生き物や植物があふれているということを表現したものです。また、裏表紙には、本市の

豊かな景観をワンポイントとして描画していただきました。 

このボードを、令和５年度に、小学校、地区市民館、図書館など子どもたちが日常的に

利用する市内の公共施設に、令和６年度には、市内の保育園・幼稚園・認定こども園など

に配布しました。また、ポケット版は市内の小学３年生全員に配布しています。 

 

■参考資料 

〇 豊橋の景観さがし絵ボード「 とよはし ～さがして みつけて とよはし たんけん～ 」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

▲ 表紙（B4）          ▲ 裏表紙（B4）  

景観まちづくりの主な取り組みについて 
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▲ 見開きページ（B3） 

 

 令和６年３月に、豊橋市まちなか図書館において、小学４年生以下の子どもを対象にし

たイベントを開催しました。さがし絵ボードの作者である「かんだ あさ」さんに講師とし

て参加いただき、実際にさがし絵ボードを使って、子どもたちに絵探しで遊びながら豊橋

の景観について学んでいただきました。 

 

■ イベント「さがし絵でいろんな豊橋をみつけよう！」 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ イベントに参加した子どもたち     ▲ 表紙の絵についてお話するかんださん 
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 ２ 市民参加のワークショップの開催について                         

 

（１）愛知大学・二川地域まち歩きマップ制作 

 

現在、愛知大学地域政策学部佐藤ゼミによる、二川地域まち歩きマップの制作がすすめ

られています。令和７年１月に、二川生涯学習センターにおいて、座談会形式で住民参加

のワークショップが開催されました。 

今回のワークショップには、二川地域のまちづくり３団体のほか二川校区自治会など、

総勢２０人の住民が参加し、多くの情報が学生たちに提供されました。 

座談会では、歴史・文化、買い物・グルメ、景観・建物のテーマ毎３班に分かれて、地

図に付箋を貼る形式で進められました。歴史文化や店舗などの情報だけでなく、子どもの

ころの思い出や昔のまちの様子など、地域住民ならではの話がたくさん出て、大いに盛り

上がりました。若い世代と地元住民との交流が図られ、住民のまちづくり活動の活力にな

ったように感じられました。 

現在、佐藤ゼミの学生は、より魅力あるマップを作るため、学生が文献調査やフィール

ドワークを行い、地域に存在する多様な地域資源について調査しています。マップは、今

年８月の完成予定で、その後、ワークショップに参加していただいた地域住民を集めて、

お披露目会が行われる予定です。そして、完成したマップは、二川地域を中心に各所で配

布されるとともに、地域住民のまちづくり活動に役立てられる予定です。 

このマップによって、今後二川を訪れる方々の役に立ち、賑わい創出の一助につながる

ものと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 地域住民が参加したワークショップの様子  ▲ 意見交換により学生と住民の交流が進む 

  

 ＊ その他、ワークショップの様子は、「二川宿まち並み通信第 37 号」を参照 
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 ３ 景観に係る学習機会の提供について                                

 

（１）豊橋創造大学との連携授業 

 

 本市の豊かな景観を子どもたちにより深く知ってもらうため、令和５年度から、豊橋創

造大学との連携の取り組みを開始しました。この取り組みでは、子どもたちに直接携わる

ことになる、保育士・幼稚園教諭を目指す学生が、自分たちの暮らす働くまちの知識を深

め、教育に活かしていただくことで、感性や知識が豊かな子どもたちを育てることを目的

としています。 

今年の１月に、１年生の学生を対象に、豊橋のまちの知識を深めていただくために、豊

橋の景観について講義を行いました。６月には、２年生になった同じ学生を対象にグルー

プワーク形式により、園児が活動をとおして郷土に親しみを持ち感性を磨く手法を考えて

いただきました。今回、学生が提案したものを、市内の公立保育園で取り組む予定です。 

 この取り組みにより、未来を担う子どもたちが幼少期から豊橋の景観に親しみ、地域の

景観を知ることで、ふるさと「豊橋」への愛着を持つことにつながると考えています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 豊橋の景観の講義の様子（１年生）  ▲ グループワークにおける活動の提案の様子 

（２年生） 
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（２）二川小学校の総合学習における共同の取り組み 

 

 未来の二川のまちを育むため、昨年 9 月～10 月にかけて、二川小学校６年生の総合学習

の授業において、６年生の子どもたちを対象に、二川小学校、まちづくり３団体及び市都

市計画課の３者で共同の取り組みを行いました。 

  

■【取り組み①】：二川宿の歴史的な建物と所有者の思いを学ぶ見学会 

 

 この見学会では、二川のまちには歴史的な建物が数多く残っていて、その建物を大切に

守る人が居ることを子どもたちに知ってもらうことを目的に行いました。二川宿の伝統的

な建築様式を残す建物の所有者さん２人を、二川小６年生の子どもたちが訪問し、見学と

インタビューを行いました。 

 子どもたちは、所有者の方々に質問をしながら、建物の特徴や保全の思いを聞き、普段

の生活の中ではできない貴重な体験をしました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 建物の所有者のお話を熱心に聞く子どもたち 

 

 

■【取り組み②】：二川宿の景観まちづくりの市の取り組みを学ぶ勉強会 

 

 この勉強会では、歴史的なまち並み景観のまちづくりには、ルールがあることを知って

いただくために行いました。現場学習を終えた子どもたちに対して、市都市計画課が、二

川宿景観形成地区整備計画を含めた、景観まちづくりの市の取り組みについてお話しまし

た。 

 二川宿景観形成地区では、歴史的な建物の特徴に合わせて、建物を建てる際の基準があ

り、住民みんなでルールを守り、まちづくりを行っていることを伝えました。 
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■【取り組み③】：二川宿の景観まちづくりに取り組む住民の思いを学ぶ勉強会 

 

 この勉強会では、二川宿の景観まちづくりに取り組む住民が居ることを伝えるために行

いました。まちづくり団体の会長３名が授業に参加し、子どもたちにまちづくりへの思い

を伝えました。子どもたちは、住民の熱心な活動により、良いまち並みができていること

を知り、今まで以上に関心が高まったようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ まちづくり団体の会長が参加した授業の様子 

 

■ 総合学習の成果・学習発表会 

 

この学習を始める前の子どもたちは旧街道について、「狭く、車通りが多く危ない！怖

い！」、「古い建物はなぜ直さないの？」といった良くない印象を持っていました。しかし、

今回の一連の学習を終えた子どもたちの思いに変化が生まれ、「歴史あるまち並みを残し

たい」、「旧街道を安全・安心な道にしたい」と学習発表会の場で学習の成果を会場の大人

たちに伝えました。 

 今回の学習を通じて、子どもたちにまちづくりを知ってもらうことの大切さを実感し、

二川宿のまちづくりについて大人が実践しなければならないと感じた良い機会となりまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ その他、取り組みの内容は、「二川宿まち並み通信第 36・37 号」を参照 
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 ４ 景観上重要な建造物の景観重要建造物への指定                          

 

（１）前芝燈明台の点灯式 

■ 取り組みの内容等 ・・・・・ 以下の回覧チラシを参照 
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